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Ⅳ 研究の成果と課題

１ 研究の成果

○ 生徒の発達段階に応じた指導を継続してきた結果、朝食の摂取率が6.3ポイント向上し、

94.5％となった。また、５大栄養素を意識した食生活を送れる生徒が10ポイント以上伸び

85％以上となった。

○ 朝食の摂取率が上がることで、午前中の授業での集中力の向上や授業への前向きな姿勢が

見られるようになった。

○ 望ましい食習慣の向上とともに、新体力テストでの記録の伸び率が例年より高くなった。

○ 落ち着いた生活を送れる生徒が増え、思いやりの心の見える化が図られた。特に、学校独

自の『４つ葉賞』（善行表彰）の質の向上が見られた。

２ 今後の課題

○ 学級活動、家庭科、保健体育科の授業実践を土台として、発達段階に応じた指導が行われ

るよう、全教科・領域において「食育」との関連を年間指導計画に位置づける。

○ 今後、食育カリキュラムの修正を継続して行い、「食育」への関心を日常化・継続化する。

○ 今後も定期的に食に関するアンケートを行い、生徒の実態を把握することで、教職員の意

識の向上を図り、学力向上を目指す。

（掲示物を楽しむ生徒）


